
ポリアミンに関連する新たな食品由来乳酸菌を入手し、
プロダクト開発に向けた基礎研究を開始
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総合的な菌ケアサービスを展開する株式会社 K I N S（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：下川穣、以下K I N S）は、

2023年6月に入手したポリアミンの合成能力が高い乳酸菌に続き、ポリアミンに関連する2種目の特殊な乳酸菌を入手

いたしました。K I N Sは、近年多くの健康増進効果が報告されているポリアミンおよびそのポリアミンに関連する菌に

注目し研究を進めるとともに、この菌をプロバイオティクスとして利用した自社商品の開発や、菌自体を原料販売に

活用するなど、消費者および生産者に新たな価値を提供することを目指します。

ポリアミンとは

ポリアミンはウイルスからヒトに至るまで、ほぼすべての生物が細胞内に持つ物質であり、核酸（DNA）、リン脂質（細

胞膜）、A T P（生物のエネルギー物質）などと結合し、さまざまな細胞機能を調節することが報告されています。

分子構造内に 2 つ以上のアミノ基を持つ炭化水素化合物の総称であり、代表的なものとしてはプトレスシン、スペ
ルミジン、スペルミンが挙げられます。非臨床試験において寿命延長、記憶力増強、認知力向上、心臓機能の改善

などの健康増進効果が数多く報告されており、一部臨床試験においても同様の報告がされています。ポリアミンに

よる健康増進効果は酸化ストレスの抑制、オートファジーの促進、遺伝子の異常発現の抑制などが関連しているこ

とが徐々に明らかとなっています。ヒトのポリアミン供給源は、経口摂取、腸内細菌、細胞内での生合成の 3つですが、

ポリアミンの生合成能力は加齢とともに低下することが知られており、体内のポリアミン濃度を一定以上のレベル

に保つためには、食物や腸内細菌から摂取するポリアミン量を増加させる必要があると考えられています。
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K I N Sとポリアミンと特殊な乳酸菌
K I N Sは、美と健康を司ると言われる全身の菌（常在菌）をケアすることを提案し、研究・開発・販売までを一貫

して行う、マイクロバイオームに特化したヘルスケア企業です。ヒトが共存する約 1 ,000兆個の常在菌について理解し、

慢性疾患や諸症状に対して、対症療法ではなく根本的な解決を目指しています。K I N Sは食品由来でポリアミンの

合成能力が高い特殊な乳酸菌を入手し、基礎研究を進めてまいりました *。

*https://prt imes. jp/main/html/rd/p/000000051.000048644.html

K I N Sが今回入手した菌はポリアミンの一種であるスペルミジンを菌体外に放出する特性があり、経口摂取して

生きたままヒトの腸内に到達し、スペルミジンを供給できる可能性があります。この菌をプロバイオティクスとして

有効利用することでアンチエイジング効果をもたらす製品開発や、菌自体の原料開発が期待されます。K I N Sは、

この乳酸菌に関する研究およびスペルミジンを活用した新規プロダクトの開発を加速させてまいります。

K I N Sが新たに入手した珍しい乳酸菌について
K I N Sが新たに入手した乳酸菌は、珍しい 2つの特徴をもちます。1つ目は芽胞という細胞を形成する事です。芽胞は、

細菌にとって生育環境が悪化した際に形成され、熱や薬剤に極めて強い耐性を持つという特徴があります。再び生存

に適した環境に置かれると発芽して通常の増殖や代謝能を有する菌体が作られます。もう 1 つの特徴は、この乳酸菌は

嫌気条件下で自ら合成したスペルミジンを体外に放出する性質があることです。

この 2つの特徴により、胃酸などの過酷な条件にも耐性があるため経口摂取しても生きたまま腸に到達し、嫌気条件で

ある腸内で発芽しポリアミンを供給することが期待されます。

スペルミジンについて

スペルミジンとはポリアミンの一種で、生命活動の維持に不可欠な重要な物質です。酵母、ハエ、線虫、マウスの研究から、

スペルミジンの投与はオートファジーを誘発し、健康寿命を延長させることが報告されています1,2。また、神経学的病態

においてもスペルミジンは神経変性を抑制し、病変や運動機能障害を緩和し、認知機能を回復させることが報告されて

います 3。酵母とマウスではオートファジー関連遺伝子の転写を制御し4、ミトコンドリアの代謝強化やタンパク質の翻訳

活性、細胞増殖因子の発現を促進することが報告され、寿命延長に寄与することが示唆されています1。さらに、マウスでは、

腸内細菌由来スペルミジンが大腸粘膜を健全に保ち3、老化に伴う抗腫瘍免疫の低下を回復させることが報告されて

います 5。これらの現象は一部ヒトでも報告されており、スペルミジンは健康寿命を延長できる可能性がある物質として

着目されています6-11。スペルミジンは食事、腸内細菌、細胞内での生合成によって供給されますが、一般的に加齢と

ともに徐々に減少してしまいます12。しかし、90歳を超える長寿の方ではスペルミジンが高値で維持されている傾向が

あり 11、そのような方を調べるとスペルミジンを多く含む食生活をしいていることも明らかとなりました13。このように、

スペルミジン自体の重要性と共に、どのように摂取して維持していくかについても非常に注目されています 14。

KINS LAB について
K I N S L A Bは K I N Sが有する研究拠点で、ユーザー参加型研究を通じて、ヒト、イヌの常在菌について研究してい

ます。遺伝子分野を得意とするメンバーを中心に構成されており、菌自体の分析や疾患に繋がるメカニズムの解析を

遺伝子レベルで実施可能で、関連するエビデンスの創出を目標としています。

ヒトの皮膚、頭皮、腸内マイクロバイオームのデータ解析や、菌自体の機能や有用性、代謝物についての基礎研究

を行い、その研究結果を活かして将来的に自社で運営するクリニックと共同して基礎研究から臨床試験までを自社内

でシームレスに実施できる体制を構築し、マイクロバイオーム創薬の実現を目指しています。

また犬についても獣医師と連携して研究を行っており、研究結果は製品やサービスに活用されています。
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K I N Sについて
K I N S は、美と健康を司る 1,000 兆個と言われる全身の菌（常在菌）をケアすることを提案し、研究、開発、販売まで

を一気通貫して行う、マイクロバイオームに特化したヘルスケア企業です。

商品の販売を通して、より多くの人々に菌ケアという概念を伝えていくことで、対症療法から根本治療へと導き「将来的

には慢性疾患を根本的に解決する」という思いの元、株式会社 K I N S を創業しました。創業 1 年足らずで、自社ラボを構え、

ユーザー様から提供いただいた皮膚・頭皮や腸内の常在菌データを分析し、様々な商品の開発を行っています。そして、

これらデータを活用した研究機関との提携及び自社知財の創出を加速しており、常在菌に着目したマイクロバイオーム創薬

の実現を目指しています。ヒトに限らず、犬猫も同様に動物病院事業を中心に診療、研究、商品の開発・販売を行っており、

さらに、日本国内に留まらずシンガポール・台湾など成長の著しいアジアの複数国で事業展開し、2023 年 8月には

シンガポールにて尋常性ざ瘡（ニキビ）に特化したクリニックを開業いたしました。

K I N S はこれからも、 菌ケアすることが当たり前である世の中の実現を目指します。

事業内容

【  KINS 】ヒト向け事業

■サプリメント・化粧品の開発・販売

　（日本・台湾・シンガポール）

　 Instagram ：KINS ＠yourkins_official

■ヒトマイクロバイオーム研究＜皮膚・頭皮・腸内＞

■マイクロバイオーム創薬＜皮膚・腸内＞

■クリニック＜皮膚＞（シンガポール）

　 Instagram ：KINS Clinic ＠kinscl inic_sg

【  KINS WITH 】犬猫向け事業

■サプリメント・デンタル商品の開発・販売（日本）

　 Instagram ：KINS WITH DOGS ＠kinswith_dogs

　 　　　　　　  KINS WITH CATS ＠kinswith_cats

■動物病院クリニック＜歯科、皮膚科、一般診療＞（日本）

　 Instagram ：KINS WITH 動物病院 ＠clinic_kinswith

KINS Corporate SITE　　　　　https://corporate.yourkins.com/

KINS WEBSITE　　　　　　　　 https://yourkins.com/

KINS Clinic WEBSITE　　　　　 https://www.kins-clinic.com/

KINS WITH動物病院 WEBSITE　 https://kinswith-vet.com/

【読者お問合せ先】　KINS（キンズ） Mail：kins_concierge@yourkins.com

　　　　　　　　　 KINS WITH（キンズ ウィズ） Mail：contact-with@yourkins.com

【取材・掲載に関するお問い合せ先】　PR 袴田　E-mail hakamata@yourkins.com
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